
当てはまるSDGsを
選択して挿入

未来社会のあるべきかたち

★ 誰もが宇宙の謎に挑戦できる社会

★ 少ない計算資源で研究できる持続可能な社会

AI は物理法則を学べるのか？

宇宙シミュレーションを

AI で加速しよう！
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森 楓（もり かえで）

宇宙現象は実験室では再現できない！

極限の宇宙現象を再現するには

スーパーコンピュータで複雑な

方程式を解く必要がある。

 宇宙シミュレーションはスパコンでも数日〜数週間かかること

もAI を使えば、計算が劇的に速くなる！（かも）

ここが難しい！本研究のポイントと実験の流れ

★ 実は、データをたくさん与える ”だけ“ では、AI は 物理法則を学ばない！

物理法則を遵守し、

既存手法より高速な

宇宙シミュレーション

の実現が可能になる

プラズマジェット（太陽風など）
https://doi.org/10.1088/0067-0049/182/2/519

超新星残骸のパルサー風
https://doi.org/10.1051/0004-6361:20035936

 たくさんの反復計算を行うため、計算が遅

い

◯ たった一回の計算に置き換えることができる

スーパーコンピュータ

本研究で開発する AI

例：流体シミュレーションを行う場合

入力

入力

出力

出力

Step1：物理データを大量に用意し、AI に学習させる

入力 出力

入力 出力

ふむふむ

Step2：AI の予測が物理法則を破ったものだったとき、罰則を与え再度学習

計算時間の短縮の利点

1. 消費電力の削減

2. 実験回数の増加

3. 実験設備のコスト減

パターンを
学習してね

小テストをするよ。入力：

出力：

〜の法則に違反してます。-100点。

追加学習後の出力：

・
・

・

出力が一定水準に達するまで
学習と小テストをループ

※ 実際には、一連の流れは全てプログラムで自動化している

上手くいけば・・・

今後の実験対象

磁気流体力学

相対論的磁気流体力学
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